
サルビー見守りネットを活用した
アドバンス・ケア・プランニングの実践

提案

医療・ケアの決定は医学的価値だけでは決められません．
むしろ人生の最終段階における意思決定で重要なことは，
その人にとっての人生の価値です．その価値は生活の場に
あります．日々の生活を支援する在宅ケアスタッフとの関
わりで表出される思いがとても重要だと思います．
その思い，言葉を地域全体で共有できるツールとして
ICTを活用してみようと考えています．

資料４

80047
ノート注釈
80047 : Unmarked



患者サマリ

家族

記載場所



在宅療育支援チーム

記載場所

 登録日は自動入力
面談日の日付の記載を

 記載者の氏名の記載を
 書き直し，追加が可能
 登録日で時系列に並ぶ



基本的には何でもよいです．

例えば，具体的に “「胃瘻は嫌だ」と言っていた”
でもいいし，“こう尋ねたら，こんな様子だった”
でもいいです．

後々「あの時あー言っていたよね」とか「こんな
反応だったよね」など本人の意思を推し量る材料
となればいいと思います．

記載内容




